
サイエンス＆テクノロジー　　　を
強みとするビジネスモデル
　第一三共グループは、アンメットメディカルニーズへの対応や医薬品アクセスの向上をはじめとする多様な要請を社会から受けていま
す。これらの要請に応えるために、多様で競争力のある人的資本、パイプラインや技術・ノウハウ等の知的資本、高品質かつ先進的な
医薬品の供給を可能とする高い技術を持つ製造資本、ビジネスパートナーとの良好な関係や社会からの信頼などの社会・関係資本等、
当社グループがこれまで培ってきたさまざまな資本を活用し、イノベーティブ医薬品、ジェネリック医薬品、ワクチン、ヘルスケアの各
領域の製品を通じた社会的価値、経済的価値を、患者さんをはじめとする多くのステークホルダーや社会に対し提供しています。そし
て、バリューチェーンを通じて得られたこれらの価値を次のサイクルの資本として再投入し、当社グループが生み出す価値創造能力をさ

らに高めていく、この価値創造プロセスを循環させることにより、社会の持続的な発展に貢献するとともに、当社グループの持続的な
企業価値向上を目指しています。
　この価値創造プロセスを支えている最大の強みが創業以来培ってきた「サイエンス＆テクノロジー」です。世界中の人々の健康で豊か
な生活に貢献するために、サイエンス＆テクノロジーを活かしたビジネスモデルを展開し、持続的成長に向けて取り組むべき重要課題と
してマテリアリティを特定しています。この後の章では、強みであるサイエンス＆テクノロジーがどのように構築されているかの考察や、
マテリアリティへの取り組みを通じた価値創出について紹介していきます。
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最大の強み サイエンス＆テクノロジー

第一三共のバリューチェーン

人的資本
◦ 連結従業員数16,033名       　　　

（グローバル拠点24カ国）
◦ 競争力と優位性を生み出す多様な人材
◦ イノベーションを育み誠実さを強みとす

る組織文化

知的資本
◦ がんをはじめとするパイプライン
◦ 蓄積された医薬品情報
◦ 医薬品創出のための技術・ノウハウ

製造資本
◦ グローバル生産13拠点
◦ グローバルADC生産体制
◦ CMO（医薬品製造受託機関）の活用・協働

社会・関係資本
◦ アストラゼネカ社との戦略的提携
◦ ステークホルダーとの信頼関係
◦ 信頼を確保するコンプライアンス

投入資本

社会からの要請 アンメットメディカルニーズへの対応 高品質な医薬品 の提供 医薬品アクセスの向上 ESGの取り組み・その他の要請

イノベーティブ医薬品
アンメットメディカルニーズを充足する高品質な医薬品を
正しい情報とともにお届けすることで医療に貢献します。

多様な医療ニーズに対応する4事業

ヘルスケア
OTC医薬品、スキンケア･オーラルケア、生活改善を中心に
より健康で美しくありたい人々のQOL向上に貢献します。

■ 環境経営の推進

■ コンプライアンス
経営の推進

■ 企業理念の実現に向けた
コーポレートガバナンス

■ 競争力と優位性を生み出す
多様な人材の活躍推進と育成

価値創造の循環による持続的な価値創造

ワクチン
ワクチンの創出と安定供給を通じて、予防医療を取り巻く
環境の充実と保健衛生の向上に貢献します。

ジェネリック医薬品
オーソライズド･ジェネリックを含むジェネリック医薬品
を通じて超高齢社会の国民医療に貢献します。
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